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神戸市下水道事業について次のとおり諮問いたします 
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「今後の下水道事業の経営と使用料制度のあり方」 

について 
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諮 問 趣 旨 

 

１ 諮問事項 

「今後の下水道事業の経営と使用料制度のあり方」について諮問する。 

 

２ 諮問趣旨 

 (1) 下水道事業を取り巻く環境および課題 

  ① 下水道施設の老朽化 

    本市では、昭和 26 年に下水道整備に着手し、昭和 40 年代後半の高度成長期に

集中的に整備した下水管きょや下水処理場・ポンプ場などの下水道施設の老朽化

が進行している。例えば、10 年後には、耐用年数 50 年を超える汚水管きょが４

割を超える状況に至る。 

老朽化への対応として、これまでも計画的な点検調査に取り組み、道路陥没事

故や下水処理機能の低下・停止等の未然防止に努めているが、まちの持続的な発

展や都市機能の健全な維持、市民生活の安全・安心の確保のためには、下水道施

設の改築更新を計画的に加速していく必要がある。 

   

② 国の動向 

    一方、国では、本年５月の財政制度等審議会や６月に閣議決定された「経済財

政運営と改革の基本方針 2016（骨太方針）」において、下水道事業の全国的な状

況として、今後、本格化する更新需要等を見据えた受益者負担の在り方の検討を

行うべき、と提言された。 

下水道施設の計画的な改築更新のためには、国庫等の財源調達が不可欠であり、

その一方で、下水道使用料の適正な水準について検討を始める必要がある。 

 

③ 中期経営計画「こうべアクアプラン 2020」 

    昨年度、策定した下水道事業中期経営計画「こうべアクアプラン 2020」（計画

期間：平成 28～32 年度）では、５つの基本方針を掲げ、上記の下水道施設の老

朽化をはじめ、現在、下水道事業の置かれている課題に対応した下水道経営に取

り組むこととしている。 

    基本方針の１つである、「持続可能な下水道サービスを提供する」ための、「経

営基盤の強化」として、単年度収支の均衡を目指し、収入の確保や経営の一層の

効率化に努めていく。しかし、近年、下水道使用料収入の減少傾向が続いており、

計画期間後半には収支が悪化する見通しとなっており、使用料体系の見直しを含

め適正な料金水準について、具体的な検討を行うこととしている。 
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    なお、昨年 11 月に本審議会からいただいた「下水道事業における次期中期経

営計画（平成 28 年度～32 年度）の方向性について」の答申においても、「経営

に関する喫緊の課題」として、現在の状況では、将来の健全な経営に懸念がある

ことから、下水道サービスを持続的・安定的に提供し続けるためにも、使用料体

系の見直しを含め料金改定について、早急に具体的な検討を行う必要がある、と

答申をいただいている。 

 

  ④ 現在の下水道使用料制度の課題 

    近年、下水道使用料収入は、人口減少や市民・企業の節水意識の高まりにより、

使用水量とともに減少傾向にあり、今後もこの傾向は続くと見込まれる。 

市民や企業の節水行動に伴い、逓増料金制を採用している現在の使用料体系

では、使用者分布が、使用水量が少なく単価の安い水量区分へ移行し、使用料

収入の減少がさらに大きくなる傾向にある。 

一方、１ヶ月 10 ㎥の基本水量以下の使用者が増加傾向にあり、市民の節水の

努力が下水道使用料に反映されない使用料体系となっている。 

このような状況から、近年、各都市において、基本水量の切り下げや逓増率

の見直しが行われている。 

昭和 61 年度以降、使用料体系の見直しおよび改定を実施していない本市にお

いても、現在の市民や企業の使用実態に適応した使用料体系および水準につい

て、検討を進めていく必要がある。 

 

 (2) 諮問について 

上記のとおり、現在、本市の下水道事業の置かれている環境や課題に対応し、

将来に向けて、健全かつ安定した下水道事業経営を確保するため、この度、本審

議会に対し、「今後の下水道事業の経営と使用料制度のあり方」について諮問する

ものである。 






















